主治医用説明
【医療と介護の連絡用紙】の利用について
· 医師とケアマネジャーとの連絡用紙です。

「連絡用紙１」と「連絡用紙２」がありあます。

◆連絡用紙１の利用について
「連絡用紙１」はケアマネジャーから主治医への連絡と軽微な相談の時に利用します。
　ケアマネジャーから主治医に利用者の介護認定の結果や利用するサービス等を連絡します。また、今後の連絡方法の確認や担当者会議の連絡や意見照会、ケアプラン作成や支援
方法について軽微な相談の際に利用します。
【連絡・相談の返信の記入について】
□『担当者会議の連絡』　　□出席します
　　　　　　　　　　　　　□欠席します→　□意見なし　　□意見あり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　※意見の有無について該当箇所にレ
□今後の連絡方法　　　返信欄の該当箇所にレ
□相談に対して　　　軽微な相談に対しては「連絡用紙１」で返信をお願いします。

· 連絡用紙２の利用について
医療系のサービス利用を検討している時などにケアマネジャーから診療情報提供書の作成を依頼された場合に記入をお願いします。

居宅療養管理指導を行っている場合は、ケアプラン策定等に必要な情報提供は、サービス担当者会議への参加により行なうことを基本とするが、会議への参加が困難な場合やサービス担当者会議が開催されない場合等においては、「連絡用紙２」または、各々の医療機関における診療情報提供書にて居宅介護支援事業所のケアマネジャー等に対してケアプラン策定等に必要な情報提供を行なうことができます。
医療保険による診療情報提供書によりケアプラン策定に伴う情報提供を行う場合も「連絡用紙２」を利用する事ができます。診療情報提供料の個人負担が利用者（患者）に生じる場合は、事前に利用者（患者）に説明し同意を得るか、担当ケアマネジャーから「情報提供同意書」を預かてください。
